
大
会
は
議
長
団
に
さ
わ
や
か

信
金
従
組
だ
の
高
橋
代
議
員
と

富
山
信
金
職
組
小
山
代
議
員
を

選
出
し
、
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
中
島
委
員
長
は

次
の
よ
う
な
挨
拶
を
述
べ
ま
し

た
。
（
機
関
紙
金
融
労
連
よ
り
）

安
倍
内
閣
の
暴
走

安
保
関
連
法
・
労
働

法
制
改
悪
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ

「
日
本
は
今
、
安
保
関
連
法

案
で
騒
然
と
し
て
い
る
が
、
与

党
が
法
案
を
衆
議
院
で
強
行
採

決
し
、
来
週
に
も
法
案
の
強
行

採
決
を
ね
ら
っ
て
い
る
（
大
会

直
後
の
９
月
15
日
に
強
行
採
決

さ
れ
た
）
。
他
に
も
労
働
法
制

改
悪
、
原
発
再
稼
働
問
題
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
問
題
な
ど
安
倍
内
閣
の
暴

走
は
と
ど
ま
ら
な
い
。

戦
後
、
日
本
経
済
が
発
展
し

た
背
景
に
『
平
和
』
が
あ
っ
た

こ
と
は
経
営
者
も
含
め
誰
も
が

認
め
る
と
こ
ろ
で
、
日
本
に
は

世
界
に
誇
る
憲
法
９
条
が
あ
る
。

国
民
の
声
を
無
視

平
和
・
民
主
主
義

労
働
組
の
原
点

し
か
し
、
安
倍
首
相
は
憲
法

違
反
の
安
保
関
連
法
案
を
多
く

の
国
民
の
意
向
を
無
視
し
て
採

決
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
連
日
、

日
本
各
地
で
行
動
が
取
り
組
ま

れ
、
８
月
30
日
に
は
日
本
中
で

『
１
０
０
万
人
大
行
動
』
と
し

て
国
会
前
に
は
12
万
人
も
の
人
々

が
集
ま
り
、
ま
た
各
地
域
で
も

『
戦
争
法
案
反
対
』
の
声
が
あ

げ
ら
れ
た
。
中
倍
首
相
は
老
若

男
女
を
問
わ
ず
多
く
の
国
民
が

『
反
対
』
の
声
と
と
も
に
立
ち

あ
が
っ
た
事
実
を
重
く
受
け
止

め
て
、
こ
の
法
案
を
廃
案
に
す

る
の
が
日
本
の
首
相
と
し
て
と

る
べ
き
決
断
で
あ
る
と
考
え
る
。

労
働
組
合
に
と
っ
て
も
『
平
和
・

民
主
主
義
』
は
原
点
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
は
金
融
労
連
と
し

て
も
反
対
の
声
を
よ
り
広
げ
て

い
き
た
い
と
思
う
。

メ
ガ
は
海
外
依
存

地
域
経
済
の
疲
弊
に

有
効
な
対
策
な
し

08
年
９
月
の

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
以
後
の
金
融
行
政
は
、
金
融

機
関
に
『
本
来
の
役
割
』
と

『
健
全
性
』
を
求
め
る
と
い
う
、

一
見
す
る
と
当
た
り
前
の
よ
う

だ
が
、
金
融
労
働
者
か
ら
見
れ

ば
非
常
に
矛
盾
し
た
内
容
で
あ
っ

た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
も
加
わ
り
、
メ
ガ
バ
ン
ク
で

は

収
益
の
約
半
分
を
海
外
に

に
依
存
す
る
と
い
う
状
況
ま
で

生
ま
れ
る
一
方
で
、
地
域
経
済

の
疲
弊
や
そ
の
原
因
と
さ
れ
る

少
子
高
齢
化
に
つ
い
て
は
有
効

な
対
策
が
打
た
れ
ず
、
地
域
金

融
機
関
は
そ
の
場
し
の
ぎ
で
展

望
の
な
い
施
策
が
議
論
さ
れ
、

非
常
に
馬
鹿
げ
た
行
政
で
あ
る

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

高
ま
る

格
差
拡
大
へ
の
関
心

政
治
へ
不
安
不
満

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

「
ト
マ
・
ピ
ケ
テ
ィ
の
『
21
世

紀
の
資
本
』
が
世
界
中
の
多
く

の
人
々
に
読
ま
れ
た
背
景
に
、

格
差
拡
大
に
対
す
る
人
々
の
関

心
の
高
さ
を
表
し
て
い
る
。
安

保
関
連
法
案
を
め
ぐ
る
日
本
の

国
民
的
大
運
動
も
変
化
で
あ
り
、

今
の
情
勢
や
政
治
に
対
し
て
不

安
や
不
満
を
持
つ
人
々
は
増
え

る
な
か
、
情
勢
は
確
実
に
変
化

し
て
い
る
。
我
々
も
、
情
勢
変

化
や
自
ら
の
考
え
方
に
改
め
て

確
信
を
持
ち
、
今
ま
で
以
上
に

一
歩
足
を
踏
み
出
し
た
い
。
来

年
で
金
融
労
連
は
結
成
10
年
を

迎
え
る
が
、
今
後
５
年
、
10
年

を
展
望
し
て
、
金
融
労
連
を
強

化
・
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
、

私
も
微
力
な
が
ら
全
力
を
尽
く

し
た
い
。
今
大
会
だ
け
に
限
ら

ず
、
様
々
な
機
会
に
積
極
的
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
活
発
な

議
論
を
通
じ
て
、
金
融
労
連
の

運
動
に
確
信
と
展
望
を
も
っ
て
、

皆
さ
ん
と
共
に
進
ん
で
い
き
た

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

当
単
組
が
入
賞

大
会
２
日
目
に
機
関
紙
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
６
組
合
が
入
選
し
、
当

単
組
の
「
組
合
ニ
ュ
ー
ス
」

「
波
紋
」
が
入
選
し
ま
し
た
。
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９
月
12
日
（
土
）
・
13
日
（
日
）
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

於
い
て
金
融
労
連
第
10
回
定
期
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
代
議
員
・

役
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
な
ど
、
全
国
か
ら
90
人
（
委
任
状
７
含
む
）

が
参
加
さ
れ
、
滋
賀
従
組
か
ら
は
、
中
島
康
隆
委
員
長
（
金
融
労

連
中
央
執
行
委
員
長
）
と
車
谷
薫
副
委
員
長
が
代
議
員
と
し
て
出

席
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
全
労
連
・
岩
橋
常
任
幹
事
な
ど
４
人

の
来
賓
か
ら
連
帯
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

大
会
で
は
す
べ
て
の
議
案
が
全
会
一
致
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

選出された２０１６年度金融労連役員

９
月
６
日
午
後
「
日
米
合
同

演
習
反
対

９
・
６
あ
い
ば
野

大
集
会
」
が
高
島
市
今
津
町
で

開
催
さ
れ
、
雨
天
の
中
の
集
会

と
な
り
ま
し
た
が
県
内
外
か
ら

６
０
０
名
が
参
加
さ
れ
、
滋
賀

従
組
と
先
輩
組
合
員
８
名
が
参

加
し
ま
し
た

集
会
の
主
催
者
挨
拶
で
「
ふ

る
さ
と
を
ア
メ
リ
カ
軍
に
使
わ

せ
な
い
滋
賀
県
連
絡
会
」
代
表

の
瀧
上
氏
（
滋
賀
県
労
連
議
長
｝

は
、
戦
争
法
へ
の
反
対
と
、
戦

争
法
を
先
取
り
す
る
合
同
演
習

へ
の
抗
議
・
反
対
を
強
く
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。

あ
い
ば
野
演
習
場
で
は
、
６

日
か
ら
18
日
ま
で
14
回
目
の
日

米
合
同
演
習
（
日
米
共
同
訓
練
）

が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
７
月

16
日
に
は
、
民
家
に
自
衛
隊
の

発
砲
訓
練
中
の
弾
丸
が
民
家
に

被
弾
す
る
と
い
う
事
件
も
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

集
会
で
は
、
国
会
と
現
地
か

ら
の
情
勢
報
告
、
リ
レ
ー
ト
ー

ク
、
挨
拶
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介

な
ど
が
行
わ
れ
、
最
後
に
集
会

宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
会
場
の
今
津
駅
前
「
住
吉

公
園
」
か
ら
自
衛
隊
駐
屯
地
の

門
前
を
経
由
し
て
今
津
駅
ま
で

デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。



あ
い
ば
野
「
日
米
合
同

演
習
」
は
「
戦
争
法
」

を
先
取
り

大
会
は
、「
許
す
な
改
憲
と
戦

争
す
る
国
づ
く
り
、
労
働
者
使
い

す
て
社
会
」「
つ
く
り
あ
げ
よ
う

た
た
か
い
の
砦
『
１
万
２
千
人
県

労
連
』」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

瀧
上
正
昭
議
長
は
挨
拶
で
「
あ

い
ば
野
演
習
場
で
行
わ
れ
る
日
米

合
同
演
習
は
戦
争
法
を
先
取
り
し

た
訓
練
で
あ
り
、
法
案
を
廃
案
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

原
発
再
稼
働
や
社
会
保
障
改
悪
な

ど
、
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
脅
か

す
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
さ
ら
な

る
一
点
共
同
で
安
倍
暴
走
政
治
を

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
よ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

数
に
も
の
を
言
わ
せ

悪
政
を
推
進
す
る

安
倍
政
権

２
０
１
５
年
度
運
動
方
針
の

「
は
じ
め
に
」
に
は
、「
安
倍
政
権

打
倒
を
掲
げ
て
１
年
の
取
組
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
安
倍
政
権
の
暴

走
は
い
よ
い
よ
激
し
く
、
国
民
の

声
に
耳
を
貸
さ
ず
に
ア
メ
リ
カ
と

一
緒
に
戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
進

め
、
大
企
業
の
利
益
に
奉
仕
す
る

動
き
を
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。
数

に
も
の
を
言
わ
せ
平
和
、
社
会
保

障
、
労
働
法
制
、
消
費
税
、
大
企

業
優
遇
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
原
発
再
稼
働
・

新
設
・
輸
出
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
矢
継
ぎ
早
に
悪
政
を
一
層
進
め

て
い
ま
す
。

歴
史
的
広
が
り
見
せ
る

共
感
と
連
帯

若
者
の
力

し
か
し
運
動
は
か
つ
て
な
い
新

た
で
歴
史
的
な
広
が
り
を
見
せ
て

い
ま
す
。
８
月
30
日
の
国
会
前

で
は
12
万
人
も
の
人
が
集
ま
り

抗
議
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。
滋
賀

で
も
30
か
所
、
２
２
０
０
人
が

行
動
を
行
い
ま
し
た
。

と
り
わ
け
特
徴
的
な
の
は
若
者

の
動
き
で
す
。
全
国
で
は
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｌ
Ｄ
ｓ
な
ど
が
前
面
に
立
ち
か
つ

て
な
い
規
模
で
デ
モ
や
宣
伝
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
滋
賀
県
内
で

は
「
し
ー
こ
ぷ｡

」
が
共
感
の
渦

を
呼
び
、
４
０
０
人
の
集
会
や
２

０
０
人
の
デ
モ
を
成
功
さ
せ
共
感

の
中
で
連
帯
を
拡
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
運
動
の
到
達
に
確

信
を
持
ち
か
た
か
い
を
続
け
ま
し

よ
う
。
労
働
法
制
、
社
会
保
障
の

改
悪
を
止
め
る
か
た
か
い
、
そ
し

て
「
許
す
な
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」

を
共
通
の
願
い
と
し
て
一
層
の
大

き
な
共
同
の
輪
を
拡
げ
『
Ｎ
Ｏ
！

戦
争
法
』『
改
憲
反
対
』『
安
倍
政

権
打
倒
』
を
実
現
す
る
大
運
動
を

展
開
し
て
い
き
ま
し
よ
う
。」
と

述
べ
ら
て
い
ま
す
。

大
会
で
は
、
改
憲
・
戦
争
す
る

国
づ
く
り
を
許
さ
な
い
闘
い
、
労

働
法
制
の
改
悪
を
許
さ
な
い
闘
い
、

賃
金
・
労
働
時
間
改
善
な
ど
良
質

な
雇
用
実
現
、
解
雇
失
業
に
反
対

し
雇
用
安
定
を
目
指
す
闘
い
な
ど
、

新
年
度
の
運
動
方
針
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
瀧
上
氏

を
委
員
長
に
再
任
し
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
自
治
体
共
闘
会
議

青
年
部
の
阻
織
化
や
介
護
労
阻
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
介
護
分
野
の
組

織
化
な
ど
、
活
発
に
議
論
さ
れ
ま

し
た
。

２ ０ １ ５ 年 ９ 月 第 ３８２号 滋 賀 銀 行 従 業 員 組 合 教 宣 部

９
月
５
日
、
草
津
市
内
に
於
い
て
滋
賀
県
労
連
（
滋
賀
県
労
働

組
合
総
連
合
）
の
第
29
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
、
16
組
合
か
ら

代
議
員
と
本
部
役
員
63
名
が
出
席
さ
れ
、
当
単
組
か
ら
小
原
執
行

委
員
（
滋
賀
県
労
連
幹
事
）
と
中
島
委
員
長
（
代
議
員
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

武生争議の早期解決を求める決議

武生信金職組の役員２人は、不正融資の隠蔽を繰り返す

経営者を公益通報するため、理事長らのメールを無断で閲

覧しプリントアウトしたことを理由に刑事告訴されたうえ、

２０１３年１２月に懲戒解雇されました。

２人は２０１４年１月に、懲戒解雇処分の無効と地位確

認などを求めて福井地裁に提訴。地元マスコミが、武生信

金の不正融資を連日のように報道する中で、金庫も同年総

代会で「不適切な融資」があったことをようやく認めたも

のの、２人に対する刑事告訴と懲戒解雇を撤回しようとし

ていません。

１０年以上も前から北陸財務局などへ再三にわたって不

正融資に関する通報があったのに放置されていたことや、

北陸財務局が２００４、０６年の２度にわたり、問題の巨

額融資を生み出した審査管理の厳正化や、融資残高の適切

な償却などを命じる「業務改善命令」を金庫に出していた

にもかかわらず、当時命令が出た事実さえ職員には知らさ

れていなかったことなどが明らかになり、今年４月からは

国会でも武生信金と財務局の異常な関係疑惑がとりあげら

れています。

金融労連では「この問題は単なる労働争議にとどまらず、

監督官庁の怠慢が生んだ重大なコンプライアンス違反」

「裁かれるべきは、公益通報した労働者ではなく、不正融

資を行なった経営者と放置してきた北陸財務局にある」と

位置づけ、金融庁・北陸財務局や業界団体などへ要請を行っ

てきています。

金庫の業績は問題発覚以降も悪化し続け４期連続赤字に

転じ、２０１３年６月、経営再建のため県内信金より異例

の「人的支援」受け入れと翌２０１４年１１月には信金中

金から資金注入も行われましたが、隠蔽体質を改めようと

しない武生信金の業績は改善されず､来年２月１５日の福井

信金との事実上の救済合併も発表されました。今､武生信金

の職員は合併で予想される労働環境の変化を前に不安でいっ

ぱいです。このような時期に労使紛争を続けていていいの

でしょうか。

合併でうやむやにさせないよう武生信金に争議の早期解

決を決断するよう強く求めるとともに､金融労連は武生信金

職組役員２名を職場に戻すまで､支援の輪を一層広げながら、

総力を挙げて断固闘うことを決議します。

２０１５年９月１３日

金融労連第１０回定期全国大会

（
１
面
の
続
き
）

金
融
労
連
全
国
大
会

特
別
決
議
採
択

金
融
労
連
第
10
回
定
期
全
国

大
会
の
で
「
戦
争
す
る
国
づ
く

り
に
反
対
す
る
決
議
」
「
武
生

争
議
の
早
期
解
決
を
求
め
る
決

議
」
「
労
働
法
制
改
悪
に
反
対

す
る
決
議
」
の
３
つ
の
特
別
決

議
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

武
生
争
議
の
早
期
解
決
を
求

め
る
決
議
を
掲
載
致
し
ま
し
た

が
、
い
ず
れ
も
喫
緊
の
課
題
か

つ
重
要
な
も
の
で
す
。

不
正
融
資
の
告
発
に

福
井
信
金
で

懲
戒
解
雇

決
議
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、

同
金
庫
経
営
者
の
不
正
融
資
の

に
対
す
る
公
益
通
報
目
的
の
は

他
人
メ
ー
ル
の
印
刷
に
端
を
発

し
て
い
ま
す
。

公
益
通
報
者
保
護
法
（
平
成

十
六
年
六
月
十
八
日
法
律
第
百

二
十
二
号
）
最
終
改
正
：
平
成

二
五
年
六
月
二
八
日
法
律
第
七

〇
号
の
「
目
的
」
第
一
条
ん
は

「
こ
の
法
律
は
、
公
益
通
報
を

し
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
公
益

通
報
者
の
解
雇
の
無
効
等
並
び

に
公
益
通
報
に
関
し
事
業
者
及

び
行
政
機
関
が
と
る
べ
き
措
置

を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
公
益

通
報
者
の
保
護
を
図
る
と
と
も

に
、
国
民
の
生
命
、
身
体
、
財

産
そ
の
他
の
利
益
の
保
護
に
か

か
わ
る
法
令
の
規
定
の
遵
守
を

図
り
、
も
っ
て
国
民
生
活
の
安

定
及
び
社
会
経
済
の
健
全
な
発

展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

支
援
を
広
げ
よ
う

な
お
、
武
生
信
用
金
庫
金
は
、

来
年
２
月
15
日
に
福
井
信
用
金

庫
と
の
合
併
が
発
表
さ
れ
て
お

り
、
争
議
の
早
期
解
決
に
向
け

て
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。


